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令和７年神審第３０号 

裁    決 

水上オートバイＡ同乗者負傷事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官江頭英夫出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和６年９月８日１５時１０分 

 滋賀県琵琶湖西部 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 水上オートバイＡ 

  総 ト ン 数 ０.２トン 

  登 録 長 ２.９９メートル 

  機関の種類 電気点火機関 

   出   力 １６３キロワット 
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３ 事実の経過 

 (1) 設備及び性能 

   Ａは、最大とう載人員が３人のＦＲＰ製水上オートバイで、Ｔ字

型の操縦ハンドルの後方に跨乗式のフロントシートとリアシートが

配置されていた。 

   また、Ａの推力の調整は、操縦ハンドルの右側に設けられたスロ

ットルレバーの操作により、艇体後部にあるジェットノズルからの

噴流（以下「ジェット噴流」という。）の強弱によって行っていた。 

 (2) ａ受審人の経歴等 

   ａ受審人は、（一部省略）小型船舶操縦免許を取得したのち、水

上オートバイを購入して毎年７月から９月までの期間に毎週１回、

４時間ないし８時間の遊走を行い、（一部省略）Ａを購入してから

も同様の期間及び頻度で水上オートバイを操縦していた。 

   また、遊走水域は滋賀県大津市所在の近江舞子中浜水泳場（以下

「中浜水泳場」という。）東方沖合で、平素、ａ受審人が、同乗者

を１人ないし２人乗せて遊走を行っていた。 

 (3) 本件発生に至る経緯 

   Ａは、ａ受審人が１人で乗り組み、知人２人を乗せ、遊走の目的

で、船首尾０.２メートルの等喫水をもって、令和６年９月８日 

１４時３０分中浜水泳場を発し、仲間の水上オートバイ３隻と共に

同水泳場東方沖合に向かった。 

   ａ受審人は、中浜水泳場東方沖合で遊走を行ったのち、同水泳場

東方沖合で漂泊して知人が周囲で遊泳するのを自船に乗り組んだま

ま待ち、１５時０５分仲間の水上オートバイと共に中浜水泳場に戻

ることとした。 

   ａ受審人は、自船の周囲には他のグループの水上オートバイの航
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走波による大きな揺れがあり、仲間の水上オートバイが自船から少

し離れたところで漂泊していたことから、自船の近くで遊泳してい

た知人３人をリアシートに乗せ、いずれも救命胴衣を着用し、最大

とう載人員を超えた状態で、１５時１０分僅か前滋賀県大津市に所

在する三等三角点男松（以下「男松三角点」という。）から   

０２６.５度（真方位、以下同じ。）５８０メートルの地点で、船

首を１５３度に向けて発進し、直ちに毎時１０.０キロメートル

（以下「キロ」という。）の速力（対地速力、以下同じ。）として

中浜水泳場に向かった。 

   発進に先立ち、ａ受審人は、同乗者３人をリアシートに乗せたこ

とにより、平素より船尾が沈んで船首が浮上しやすい状態であるこ

とを認めたが、ゆっくり航行すれば同乗者が落水するほど船首が浮

上することはないものと思い、仲間の水上オートバイを呼び寄せて

同乗者１人を移乗させるなど、最大とう載人員を超えて平素より船

首が浮上しやすい状態での発進を中止しなかった。 

   こうして、ａ受審人は、中浜水泳場に向かって発進した直後、自

船の右舷前方で遊走する他のグループの水上オートバイの航走波を

受けて船体が左に傾き、体勢を立て直そうとスロットルレバーを引

いたところ、船首が急浮上し、１５時１０分男松三角点から   

０２７.５度５７０メートルの地点において、Ａは、船首が１５３

度を向いたまま、毎時２０.０キロの速力となったとき、同乗者２

人が後方に落水した。 

   当時、天候は晴れで風力２の南東風が吹き、視界は良好であった。 

   その結果、同乗者のうち１人がジェット噴流を受け直腸損傷、会

陰外傷等を負った。 
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 （原因及び受審人の行為） 

 本件同乗者負傷は、琵琶湖西部において、中浜水泳場に向けて発進す

る際、最大とう載人員を超えて平素より船首が浮上しやすい状態での発

進を中止せず、発進後、船首が急浮上して後方に落水した同乗者のうち

１人がジェット噴流を受けたことによって発生したものである。 

 ａ受審人は、琵琶湖西部において、中浜水泳場に向けて発進する場合、

最大とう載人員を超えて平素より船首が浮上しやすい状態であることを

認めたのだから、船首が急浮上し、同乗者が後方へ落水して負傷するこ

とのないよう、仲間の水上オートバイを呼び寄せて同乗者１人を移乗さ

せるなど、最大とう載人員を超えて平素より船首が浮上しやすい状態で

の発進を中止すべき注意義務があった。しかるに、同受審人は、ゆっく

り航行すれば同乗者が落水するほど船首が浮上することはないものと思

い、最大とう載人員を超えて平素より船首が浮上しやすい状態での発進

を中止しなかった職務上の過失により、船首が急浮上して後方に落水し

た同乗者のうち１人がジェット噴流を受ける事態を招き、同人を負傷さ

せるに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和８年７月１６日 

     神戸地方海難審判所 

          審 判 官  田 之 上   輝   美 


